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この度は、乳がん研究についてご紹介する

機会を頂戴し、心より御礼申し上げます。ま

ず初めに、簡単に自己紹介をさせていただき

ます。

私は約 10 年間、信州にて乳 腺内分泌外 科

医として臨床に従事し、患者さんと向き合っ

てまいりました。その中で、現在の医療では

どうしても救いきれない患者さんに出会うこ

とがあり、よりよい治療を患者さんに届けた

いという思いが強くなりました。大学院入学

を機に甲状腺がんの研究に携わり、予後の厳

しい一部の甲状 腺がんには依 然として有 効

な治療法が乏しい現実を前に、「新しい治療

法を生み出すことで社会に貢献したい」とい

う気持ちが芽生え、研究の道へ進むことを決

意しました。

現 在は、がん 研 究 会 NEXT-Ganken プ

ログラムにて、主に乳がんのリンパ管侵襲や

リンパ節 転 移の成 立機 序を研究しています。

トランスレ ーショナル 研 究（TR 研 究 ）とは、

臨床で見えてきた課題を基礎研究で 解明し、

その成果を再び患者さんへと還元する「橋渡

し研究」のことです。私は、臨床で直面した

課題を出発点に、診断・治療の向上につなげ

ることを目指して TR 研究に取り組んでいま

す。

乳がんは働く世代・子育て世代にも多いが

んであり、リンパ管侵襲は幅広い世代でみら

れますが、とりわけ産後乳がんに比較的多い

ことが知られています。進行・再発を左右す

る重要な因子であるリンパ管侵襲やリンパ節

転移はなぜ 起こるのか。 リンパ管において

何が 起きているのか。 その問いに答えるべ

く、分子メカニズムの解明と治療戦略 への応

用を目指して研究を進めています。また、リ

ンパ管侵 襲やリンパ流を介した転移の有無

を、より低侵襲かつ高精度に診断・予測する

検査法の開発にも取り組んでおります。

研究を続けていて強く感じるのは、がん治

療の進歩の裏側には、非常に多くの人々の努

力と連 携があるという事 実です。 研究 室に

いると、創薬に関わる多様なステークホルダー

（関係者）と接点を持 つ機 会は多くありませ

ん。しかし、2023 年に参加したマンスフィー

ルド–PhRMA 研 究 者 プ ログラム（https : //

【次ページへつづく】

トランスレーショナル
研 究 へ の 取 り 組 み

TOPICS

乳がんに向き合う 
方々へ届ける

～研究、そして未来への取り組み～

がん研究会 
NEXT-Gankenプログラム

一般社団法人BC TUBE

家里 明日美
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m a n s f i e l d f d n .

o rg / jp/prog ra ms/

m a n s f i e l d - ph r m a -

program/）で は、ア

メリカの創薬エコシス

テムを 構 成 する 政 府、

大学、研究 所、製 薬企

業、法 律 家、患者団体

など、幅広い関係者の

取り組みを見学しまし

た。その中で、創薬が

大きな枠 組 み の 中 で

強力に推進されている

ことを実感しました。

日本でも規 模は異なるものの 類似の 創薬

エコシステムが 存在し、アカデミア（大学、研

究 所など ）は「 解 決されて いない 臨 床 の 課

題」を明らかにし、それに基づく研究から新

たな研究シーズを生み出し、創薬エコシステ

ムへ供給する役割を担っています。また、そ

こで生み出された新しい治療を臨床試験とし

て患者さんとともに世界へ発信していくこと

も、アカデミアの重要な責務だと考えます。

研究はしばしば遠い世界 のものに感じら

れることもありますが、その先には必ず患者

さんや家族、乳がんに向き合う人々の存在が

あります。私はベッドサイドから研究室へ 場

所こそ移りましたが、目指 すところは変わり

ません。研究成果を再び 乳がんに向き合う

人々へ還元したいという思いが、現在の研究

の原動力です。

2020 年、私 がボストンに留 学して いた 際、

伏見淳先生を中心に、山下奈真先生、田原梨

絵 先 生、そして SNS を通じてご 縁 のあった

寺田 満 雄 先 生とともに、一 般 社 団 法 人 BC 

TUBE（https : //bctube .org）を立ち上げま

した。BC TUBE では、YouTube や他の

SNS を通じて乳がん・乳 房に関する医療 情

報を無料で発信しています。

BC TUBE から発信している動画は、複数

の乳 腺科医が 作成し、他の専門医の先 生方

にレビューしていただいた上で、さらに患者

さん・市 民 の 皆 様 からなる「BC TUBE 後

援会」に事前視聴していただき、わかりやす

さや表 現の適切さについてご

助言いただいてから最終 投稿

しています。

こうした活動を通じても、乳

がんに向き合う患 者さんやご

家族が少しでも安心して過ごせ

る社会の実現に向けて、「現在

のオンラインにおける乳がん・

乳房に関する医療情報の信頼

B C  TU BE の活動

創薬エコシステムの概念図（Mansfield-PhRMA プログラム第 9 期フェロー作成）

 

BC Tube の活動内容
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家里 明日美 プロフィール

2 0 0 8 年信州大学医学部医学科卒業。同大学附属病院で初期研修および乳腺内分泌外科医として

勤務し、2017 年に医学博士を取得した。2018 年より Harva rd  Med ica l  S choo l、Beth  I srae l  

Deaconess  Med ica l  Center  にてポスドクフェローとして基礎研究に従事。202 0 年には、ボスト

ンの乳腺外科医仲間とともに一般社団法人 BC TUBE の立ち上げに参画した。2021 年に帰国後、

がん研有明病院乳腺外科での臨床業務を経て、2023 年よりがん研究会 NEXT- Ganken プログ

ラムのクリニカルリサーチフェローとしてトランスレーショナル研究に従事している。

マンスフィールド－PhRMA 研究者プログ

ラムは、米国 研究 製 薬 工業 協 会（PhRMA）

の支 援のもと、モーリーン・アンド・マイク・

マンスフィールド財団が実施する、人材育成

を目的とした国際研修プログラムである。医

薬品開発や医療に携わる日本の若手 研究者

を 対 象 に、約 2 週 間、米 国（ ワシントン D.C .、

フィラデルフィア、ボストン）でトランスレー

ショナルリサーチ、保 健医療政策、医薬品研

ザーバーも参加し、スカラー同士の議論や交

流を通じて相互理 解を深める点も特 徴であ

る。2013 年 か ら 202 4 年 ま で の 過 去 10 年

間で、日本 各地の大学や研究 機 関から多様

な専門分 野の 研究 者 101 名が 参加してきた。

帰国後は、スカラー同士での活動を継続する

とともに、研修で得た知識・経験・人的ネッ

トワークを所属機関や研究コミュニティに還

元し、共同研究の推 進や日本の研究開発政

策の改善、新たなシーズの創出に寄与するこ

とが期待されている。

マンスフィールド－ Ph R M A
研究者プログラム

究開 発、規 制制度などに関わる機 関を訪問

し、医薬分野を取り巻く幅広いテーマについ

て学 ぶ 機 会を提 供している。 また、独 立行

政 法人 医 薬品医 療 機 器 総合機 構（PMDA）、

国 立研 究 開 発 法 人日本 医 療 研 究 開 発 機 構

（AMED）、経 済 産 業 省 から同 世 代 のオブ

性はどうか」や「社会の興味関心、どういった

情報が 求められているか」、「BC TUBE が

正しくわかりやすい医療情報を提供すること

で、オンライン医療情報環境を改善できてい

るか」といった研究を進めています。

これからも、乳がんに向き合う方々の未来

に少しでも貢献できるよう、研究に真摯に取

り組んでまいります。

ペンシルベニア大学への訪問

Biogenの訪問

マンスフィールド ワシントンDCオフィスでの
FDA（米国食品医療品局）とのミーティング
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J.POSHへの寄付に温い思い
J.POSHの活動を支えて頂いているのはオフィ

シャルサポーター、オフィシャルパートナー、個人サ

ポーターのみなさまです。このほかに定期的に、あ

るいは不定期に寄付金をお寄せ下さるみなさまは多

く、その存在を抜きには語れません。こうしたみなさ

まからはコメントを寄せて頂いています。それぞれ

のご寄付に込められた思いを紹介させて頂きます。

　
【自身が罹患したことで、寄付を…】

寄付金をお寄せ下さったみなさまのコメントで

最も多いのが『自身が乳がんを患い、こんなつら

い思いをする人を一人でも減らしたい』―です。

そんなみなさまの思いは…。

≪2人の子供たちが奨学金『まなび』を頂きまし

た。今度は私がお返し≫

「私の罹患により、高校生だった2人の子供たち

がそれぞれ『まなび』を頂きました。本人たちはも

ちろん、親の私の感謝の気持ちは口では言い表せ

ません。健康を取り戻した今、寄付を通じて同じ立

場の皆さんのお役に立てたらと、今度は私がお返

しをする番です」。「30代で罹患し、その後再発し

て治療中に娘が成人しました。娘を含め、未来が

広がる多くの女性のみなさんにピンクリボン運動を

知って頂きたいと思います」。「３０代で罹患し左

胸全摘手術。その後10年経って再発し、転移も確

認され緩和ケアを勧められました。食事療法など

で免疫力アップに努めた結果、現在は寛解となり

ました。同じ病気で苦しむ人たちに希望をもって

病気と闘ってとエールを送ります」。「罹患により肉

体的・精神的な辛さを経験。さらに社会的・経済

的な不安も実感。経験者として同じ辛い思いをし

ているみなさん、そしてご家族のお役に立ちたい」。

「２度の手術から、3度目の誕生日を迎えることが

できました。仕事にプライべートにと元気いっぱい

です」。「2度の手術を経験しました。自分自身が

生きている証に、誕生月に寄付します」。「乳がんと

闘っている人を応援するため、名古屋ウィメンズマ

ラソンに参加し寄付しま

す」。「貴団体の素晴ら

しい活動に感謝。寄付

をさせて頂くことにも感

謝します」。「治療中です。

先日、温泉に行きました

がその旅館でピンクリ

ボン活動をしていらっ

しゃり、その活動に共感

しました」。

　
【身内・知人の罹患を知り、寄付を…】

身内や知人が乳がんと闘っている姿を見て、『何

かお役に立てることは…』と寄付を思い付かれた

方が多くいらっしゃいます。

≪男性看護師です。男性の視点でピンクリボン

活動を支えていきたい≫

「看護師(男性)です。母が罹患したことで、乳が

んに対し現実味をもって受け止めています。男性

の視点をもってピンクリボン運動を支えていきたい

と思います」。「会社の同僚が罹患し、肺への転移

により旅立たれました。葬儀のお手伝いもさせて

頂き、喪主様からお志を頂きましたが使う気にはな

れません。微力ながらお役に立てたら…」。「何年

も連絡を取っていなかった海外の友人が長年乳が

んと闘っていたことや、患者団体でピンクリボン活

動をしていたことを後から知りました。現在病気と

闘っているみなさんが少しでも楽しく希望をもって

奨学金まなび
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生きられるようにと、ピンクリボン活動を応援した

いと思いました」。「今日は長年応援し続けてきた

アーティストが乳がんで亡くなった命日です。微力

ですが毎年この日に寄付し続けます」。「身内を亡

くした経験から乳がん啓発に少しでも携われたら

と思い、先ずは寄付をさせて頂きました。個人でも

できることがあれば協力させて頂きたいと思いま

す」。「妻を乳がんで亡くしました。がんの怖さを思

い知らされました。大勢の女性のみなさんにがん

検診を受けて頂きたいと思います」。「姉が早期乳

がんと診断されました。ごく早期だったため手術

により完治しそうです。苦しむ人が減るように願い

を込めて寄付いたします」。「女性の社会進出が推

進される中で、乳がん女性のケアはとても重要と痛

感しています。妹も乳がん患者であり、貴運動に賛

同いたします」。「身近な人が検診で乳がんが見つ

かり、検診による早期発見の大切さを痛感しました。

定期検診の啓発活動を展開されている貴団体への

寄付を通じ、是非応援をと思いました」。「健康産業

のインストラクターです。大切な友が乳がんに罹患

し病気と闘っています。運動と笑顔を通じて病気

と闘っている人 を々元気

付けられたら…」。「祖

父が男性乳がんであり、

がん家系の私は早期発

見の重要性を認識して

います。啓発活動を繰

り広げている貴団体を

支援して行きたいと思い

ます」。

【その他】
「ピンクリボンイベントに参加したのが（募金

の）きっかけです」というコメントや「プロスポー

ツ観戦で寄付した」などが寄せられています。

≪プリンセチアに添えられていたJ.POSHの短冊

（啓発ポップ）を見て≫

「クリスマス用にと買ったプリンセチアに添えら

れていたJ.POSHの短冊を見つけました。それを

見て寄付をしようと思いつきました」。「プロ野球

球団が実施するピンクリボンイベントでは千葉ロッ

テマリーンズ、ソフトバンクホークスなど、それぞれ

のイベントがきっかけに」。「自分自身に『○○を達

成したら…』と課題を課し、達成したので寄付をさ

せて頂きます。今後もその都度寄付します」。「模

型製作仲間で共有しているピンク色の塗料、1本

につき300円を集め、それを寄付金に」。「女性の

お客さまが7割を占める揚げ菓子のキッチンカー

を営んでいます。10月限定のピンクリボン仕様菓

子の売上金を寄付します」。「下着ブランドの企業

で働いています。バストに関する健康に関心があ

ります」。「私は男ですが、男性ももっと乳がんに関

心を持つべきだと思います」。「私が支持している

団体が、ピンクリボン活動団体に寄付しているこ

とを知り、私個人でも」。「オープンしたてのヨガス

タジオですが、定期的な寄付ができるよう頑張り

ます」。「乳がん患者さんに関わる仕事に就いてい

ます。微力ながら募金を通じてお役に立てたら」。

「ピンクリボン活動に関する記事を読みました。少

しでも活動の足しに」。「保護者が乳がんに罹患さ

れた高校生に支給される奨学金の存在を知りまし

た。ほんの少しですがお役に立てれば幸いです」。

「勤務先の会社で乳がん検診を受診することを推

進する役割を担うことになり、個人としてもまずは

募金を」。「居酒屋を経営しています。お客様の寄

付金をそのまま寄付します」。「ピンクリボン活動

の記事を読み、寄付を思いつきました」。「（医療関

係への）就職活動をしています。ピンクリボン検定

を通じて幅広く勉強したいと思いました」。「診療

放射線技師を目指しています。ピンクリボン検定

を通じて知識を広めたい」。「男性でも乳がんに罹

患する可能性があることを知り、このことをもっと

広めてもらいたいと思います」。
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スポーツ界でピンクリボン活動広まる

島 根 スサノオ マ ジックは、ジャパ ン・プ

ロフェッショナル・バスケットボールリーグ

（B . L EAGU E）の チ ーム。 出 雲 神 話 に 登

場 する「 スサノオ」と「 マジック」を 組 み 合

わ せ て名づ けられ 、運営 法 人は ㈱ バンダイ

ナムコ島 根 スサノオマジック。 同 社は 以 前

から、臓 器移植や献 血活動など医療課 題の

解 決 運 動に力をいれており、J . P O SH の 啓

発 テッシュ配 布や寄 付金をお寄 せ頂くなど

乳がん啓 発にも力を入れて頂いています。

ピンクリボン月間に合わせ、10 月 18 、19

日の 2 日間実施されたピンクリボンアクショ

ン で あ る「PI N K ＆ ROL L」（ バ ス ケ ット

島根スサノオマジック、選手の
サイン入りTシャツをオークション 慶 應 大 アメフト部、１０月の

３試 合 で ピ ンクリボ ン 運 動

慶 應 義 塾 体 育 会アメリカンフットボール

部（ 東 京 都 港 区）は、ピンクリボン月間であ

る 10 月に 開 催され た 関 東 秋 季リー グ 戦 3

試合 ( 対 桜 美 林 大＝10 ／４) 、( 対早 稲田大

＝10 ／ 13 ) 、( 対 法政 大＝10 ／ 2 6 ) でピン

クリボン運 動を展 開。 フィールドの 選 手を

始めスタッフもピンクのアイテムを身に付け

て運 動 の 主 旨 をアピール。 試 合 会 場 に 募

金 箱を設 置して広く来 場 者にも協力を呼び

かけ乳がん啓 発 活動を実 施されました。

募 金ばかりでなく「 U N IC OR N S」 ( 同部

の愛 称 ) とピンクリボンがプリントされた特

近年は、多くのスポーツ団 体 様 から、ピン

クリボン活動によるご寄 付を頂いております。

アメリカンフットボールの発祥地であるア

メリカからピンクリボン運 動が始まった事も

あり、アメリカンフットボールのチームから

の 寄 付 件 数 が 一 番 多く、社 会 人チ ーム、学

生チームなど、全 国 各地で、ピンクリボンア

クションを行って頂いているようです。また、

他のスポーツでも、10 月のピンクリボン月間

には、募金活動等を行って頂き、J. POSH に

ご寄 付を頂く事が多くなりました。

大阪 府レディースバドミントン連盟様や富

士通女子バスケットボール部レッドウェーブ

様など、女子 のスポーツ界 そしてフィットネ

スジムなどでも活発にピンクリボン運 動に目

をむけて頂いています。 ご寄 付を頂いた全

てのチーム名を列記するのは紙面的に難し

く申し訳ございませんが、今 回は、プロバス

ケットボールチーム島根 スサノオマジック様

と、慶 應義 塾 体 育会アメリカンフットボール

部ユニコーン様の活動をご紹介します。

ボール用 語 の pick  &  r o l l  からもじった

ネーミング で す）で は、同 チ ームの ニック・

ケイ、中 村 太 地、ジェームズ・マイケル・マ

カドゥ、岡田侑大の各選手の直筆サイン入り

のオリジナル T シャツをチャリティーオーク

ションとして実 施。「 入 場 者 に入 札 用 紙 に

金 額を記 入してもらい、最 高入 札 金 額の方

に購入していただきました」（セールス・マー

ケティング本部担当）。４選手の出品物８点

（ ４点×２日分）の落札 額合計２１６、５５２

円は、全額 J . P O SH にご寄 付頂きました。

（オークションに出された選手のサイン入りTシャツ）
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全国各地のピンクリボン活動

製 T シャツ、特 製リストバ ンド を 制 作し 会

場 内 のブースで 販 売 を 実 施 。 募 金と限 定

グッズの 売 上 金 の 一 部 は J . P O S H にご 寄

付して 頂きました。「 自分 たちの 活 動 が 少

しでも多くの方 に、乳 がん について考える

きっかけにしてもらえれば」との 想いで、部

をあげ てピンクリボン 活 動を展 開されまし

た。

（ピンクのアイテムを身に着けて試合に臨む選手） （特製Tシャツと特製リストバンドを制作し会場で販売）

札幌テレビ塔ライトアップ（ピンクリボン in SAPPORO）

世
界
遺
産
姫
路
城
ピ
ン
ク
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

（
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
ひ
め
じ
）

ピンクリボンコンサートちば・２０２5
蘇我コミュニティセンター・ロビーコンサート（ねむの会）

あ
け
ぼ
の
会
47
周
年

全
国
大
会
（
東
京
）
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ピンクリボンNEWSあとがき

事務局からのお知らせ

2025 年のノーベル賞に坂口志

文 氏と北川進 氏の 2 人の日本人

が受賞されました。坂口氏は生

理学・医学 賞、北 川氏は化 学 賞

とそれぞれの分野での受賞。坂

口氏の生理学・医学の分野での

受 賞は、2018 年 に 本 庶 佑 さん

の受 賞に続くものです。 坂 口さんの受 賞理

由は「免疫反応を抑える免疫の警備役ともい

われる『制御性 T 細胞 』を発見した」という

もの。 免 疫 が 細 胞を区別し、外 敵の 病原体

だけを攻撃する仕組みを解明し、がん細胞の

増殖や自己免疫疾患の治療法の開発に大き

な期待が寄せられているということです。７

年 前・18 年 冬 号 の 当 コ ラムで

は「 本 庶さんの受 賞理由を平た

く言えば免疫反応にブレーキを

かけるタンパク質を見つけ、画期

的ながん治療 薬・オプジーボの

開 発に道を開いた」と記されて

おり、がんと闘う人々に大きな希

望を与え続けているのはいうまでもありませ

ん。 今 回 坂 口さんの 発見した「 制 御 性Ｔ細

胞」はⅠ型糖尿病などの治療に向けた研究が

進められていて、また、一部のがん治療 への

活用を模索中ということです。研究者のみな

さまの地道な研究の成果が、病気と闘う人々

に大きな希望を与えてくれています。（I.T）

ノーベル生理学・医学賞、本庶氏につづき坂口氏受賞

今度年も、ピンクリボン月間である10 月の

第三日曜日（今年は１０月19 日一部施設は日

程変更あり）に各地の賛同医療機関で JMS

プログラムをを実施して頂きました。毎年こ

の日を自身の検 診受 診日と決 めておられる

方や、今回初めて JMS を知ったという方にも、

休日に検診受診できる事を喜んで頂けました。

次年度から、奨学金まなびの受付開始日を

変更致します。従来は4 月１日からとしており

ましたが、提出書類、特に所得証明書の最新

版が間に合わないという事情により、受付開始

を６月１日とし、締め切りは７月１０日必着とさ

せて頂く事としました。これに伴い、新規生へ

の支給開始は９月になる為、初年度は１度に年

間分の振込となります。継続生は、従来通り、

５月と１０月の２回に分けてのお振込みです。

2025 年度も、ピンクリボン温 泉パートナー

様からご協力を頂き、家族で湯ったりキャン

ペーンを実施する事ができました。沢山のご

応募を頂き、約 16 倍と言う倍率になりました

が、今年残念ながら当選とならなかった皆様

には、また来年にもトライしてみていただけれ

ばと思います。

今までは各月10 日の消印有効としていまし

たが 10 日必着で 締め 切りとさせて頂きます。

申請される方はお気をつけください。

J MS2 0 2 5

奨学金まなび 募集期間 
変更のお知らせ

家族で湯ったりキャンペーン シッターサポートプログラム


